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今年度の『りは★リハ』では、"転倒予防”をテーマに、転倒の原因や転倒しやすさチェック、

健康な身体づくりについてのお話をお届けしました。第３弾の今回は、歩く際に使用する

『杖の調整の方法』と『冬道の歩き方』をご紹介します。

②靴の裏全体で足をつける ③重心を少し前に

身体を後ろに

反らないように

①歩幅を狭くする

冬道の歩き方 冬道は歩きにくく、予期せぬ転倒が骨折などの大けがに繋がります。

転びにくい歩き方をマスターし、怪我を予防をしましょう。

凍っている時には

特に意識をして

すり足に

ならないように

歩幅が広いと、体重移動が
大きく滑りやすい

摩擦が大きくなり
滑りにくい

体を少し前傾すると
バランスがとりやすい

1.足の筋力が弱くなった、痛みがある

2.歩いてる時にバランスが悪くなった

補助・軽減する役割
＋

転倒予防に繋がる

杖にはこんな役割があるよ

杖はどこに合わせればいい？

3.親指側の に杖を合わせる

2.肘を軽く(約30度)曲げ握る

ワンポイント ～握り方～

〇.人差し指と中指で支柱を挟む

×.グリップの一部分だけを握る

と不安定になり危険

① ②

1.手を身体につけて立つ

③

～検査室紹介～
★リハビリと検査室の関わりについて

検査室では、血液、尿などから検査する検体検査と、心電図や
エコー検査などの患者様のお身体に触れて行う生理検査があり、
様々な測定機器を使い、患者様の身体の状態を調べています。

リハビリと検査室の関わりというと、皆さんなかなかピンと来な
いかもしれません。例えば、立ち眩みを起こして転倒したといって
も原因は一つではありません。貧血によるものや心疾患、糖尿病
等色々な疾患が考えられると思います。転倒による骨折や打ち
身などの怪我を負うことで身体に負担がかかって心不全の悪化
なんてことも・・・。

検査室ではリハビリ科が患者様にとって最良

のリハビリをお届けするために検査データの提

供を行っています。患者様のお身体の状態把

握とリハビリの方針を決めるための参考として

用いることで、患者様の健やかな生活に向け

ての協力を行っています。

転倒予防 ～ 最終章 ～

〇 ×

杖を持つと


